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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人国際超電

導産業技術研究センター（ISTEC）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工

業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工

業規格である。 

これによって，JIS H 7305:2003 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 H 7305：2010 
 (IEC 61788-3：2006) 

超電導－臨界電流の試験方法－ 
銀シースビスマス 2212 及びビスマス 2223 酸化物 

超電導線の直流臨界電流 
Superconductivity-Part 3:Critical current measurement-DC critical current 
of Ag- and/or Ag alloy-sheathed Bi-2212 and Bi-2223 oxide superconductors 

 
序文 

この規格は，2006 年に第 2 版として発行された IEC 61788-3 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格によって規定される試験方法は，超電導工学分野に従事する技術者に対して，適切で合意でき

る技術基礎を与えることを意図したものである。 

銀シースしたビスマス系酸化物超電導線をはじめとする複合超電導線の臨界電流は，多くの変数に依存

して変化する。これらの変数は，超電導線の応用においてだけでなく，超電導線の試験においても十分考

慮する必要がある。磁界，温度，磁界角度などの試験条件は，その線の用途に応じて決定する必要がある。

また，応用によっては独自の判定基準で臨界電流を決定してもよい。試験に不規則性がある場合は，でき

るだけ数多くの試験を行うことが望ましい。 

 

1 適用範囲 

この規格は，銀又は銀合金を被覆したビスマス 2212 及びビスマス 2223 酸化物超電導線の短尺，直線試

料での直流臨界電流試験方法について規定する。対象とする超電導線はモノリス構造であり，単心又は多

心形の丸線，平角線又はテープである。 

この方法は，臨界電流値 500 A 未満，かつ，n 値が 5 以上である超電導線に適用する。外部磁界の有無

はいずれでもよい。特に，テープ状（平角状）試料の場合は，磁界はテープ幅広面（又は平角面）に対し，

平行又は垂直にかけるものとする。試料は試験中，液体ヘリウム又は液体窒素に浸される。簡略試験で許

容できるこの試験方法からの逸脱範囲，また，その他の特別な制限事項に関しても規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61788-3:2006，Superconductivity－Part 3:Critical current measurement－DC critical current of 

Ag- and/or Ag alloy-sheathed Bi-2212 and Bi-2223 oxide superconductors（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

 


